
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所 学校教育課 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1314 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和４年６月２８日（火）１３:１５～１６:２０ 

○会 場：相馬市立日立木小学校 

○参加者：小学校常勤講師３名、中学校常勤講師４名、合計７名 

○内 容：授業参観 「算数・数学科コアティーチャーによる公開授業」 

講   義 「服務と勤務」   

        研究協議 「授業実践上の課題や悩みの解決に向けた授業改善の視点」 

【今後取り組みたいこと】 ～研修者より～ 

○ 研修を通して、子どもに寄り添い真摯に向き合っていきたいと感じた。互いに共有し 

た自身の悩みに対してのアドバイスを実践につなげたい。 

○ 様々な意見を聞くことができ、今後の授業づくりにおいて大変参考になった。子ども 

 一人一人に寄り添って授業を行うことの大切さを感じることができた。 

○ 授業参観を通して、子どもが何を考え、何に悩んでいるのかを見ることができた。子 

どもの実態を把握した準備をすることで、授業の質が上げると感じた。 

○ 見やすく工夫されている板書が勉強になった。子どもの発言を引き出した、学び合う 

ことができる活動を授業に取り入れたい。 

○ 子どもの主体的な学びのある授業づくりができるように、自身の授業改善へつなげて 

いきたい。 

【研修のまとめ】 ～担当指導主事より～ 

次代を切り拓く子どもたちの育成に携わり、その子どもたちにとって信頼できるかけがえのない存在として、情熱と

使命感をもって児童・生徒の前に立つことができるよう、本研修を通して学んだことを生かして１年間の研修に取

り組んでほしいと思います。 

○ 授業参観を通して気付いた指導技術について、その内容と意図を推し量り、自身の授業でも有効であると

考えられることをピックアップして、今後の授業改善の視点にしていきましょう。 

○ 講義「服務と勤務」で確認した教育公務員としての身分と責任を自覚し、「教育的な情熱と真剣さ」を大

切にして子ども・保護者と向き合いましょう。 

○ 協議を通して交わした互いの意見（視点）を掘り下げ、子どもの実態把握に努めながら自身の課題の解

決に役立てましょう。 

 

 

７月８日 発行   

 

写真 


